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研究成果の概要（和文）：本研究では、「いく（行く）」の敬語形「いらっしゃる」と「いかれる」の使用実態
調査を、①主婦対象、②雇用形態別に行なった。その結果、「いく（行く）」の敬語形としての「いらっしゃ
る」に代わって、「いかれる」の使用が、いずれの調査でも拡大していることが明らかになった。埼玉県の主婦
も大阪出身の主婦もいずれも、「いらっしゃる」は、「自分は使わない」と答えた割合が、「行かれる」のそれ
より高かった。また、「いかれますか」は、男性非正規雇用者において使用度が高かった。

研究成果の概要（英文）：We conducted a survey on the actual usage of "irassharu" and "ikareru," 
which are honorific forms of "iku (go)," by (1) housewives and (2) employment status. The results 
revealed that the use of "ikareru" has expanded in both surveys, replacing "irassharu" as the 
honorific form of "iku (go)." For housewives from Saitama and Osaka, a higher percentage of 
respondents answered that they do not use "irassharu" compared to "ikareru." Moreover, the use of "
ikaremasu (conjugated form of ikareru)" was higher among male non-regular employees.

研究分野：社会言語学

キーワード： 敬語の簡素化　敬語の明晰化　行かれる　いらっしゃる　敬語使用の変化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、敬語形としての「行かれる」の拡張、「いらっしゃる」の衰退という現代日本社会における敬
語の変化の実態が明らかになった。教育現場では、日本人に対する国語教育においても、外国人に対する日本語
教育でも、教科書の記述では、「いらっしゃる」が非常に重んじられている。実際には、「行かれる」の使用
は、歴史コーパスによると1880年代にも確認でき、敬語の簡素化、明晰化が進行していて、現実と教育の隔たり
が大きくなっていることが明示できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、敬語の使用に大きな変化が見られるようになった。例えば、特別な敬語形（「行く」に
対する「いらっしゃる」、「言う」に対しての「おっしゃる」、「見る」に対しての「ご覧になる」）
の使用頻度が激減している。年齢が下がるにしたがって、待遇表現の知識も曖昧になる傾向が顕
著である。この現象は、日本の社会構造の変化と密接に結びついていて、職場や社会の人間関係
の在り方や価値観の変化に起因するものと考えられる。近年の職場環境は、非正規雇用が増え、
終身雇用体制の見直しがなされている。このような状況の中で、周囲の人々への配慮としての待
遇表現の使用は、身分・地位の上下関係を基盤としたやや固定的な敬語使用から、聞き手への配
慮を重視した流動的な丁寧語使用へと移行している。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、日本語の敬語の経年変化を調査し、その形態や変化のメカニズムを明らかにする
ことを試みた。日本語の敬語は、従来、話題の人に敬語を使う「話題敬語」の特色を有していた
が、近年、聞き手への配慮を大切にする「対者敬語」へと移行しながら、急速に簡素化の傾向を
見せている。本研究では、その変化の状況を把握するとともに、「なぜ、21 世紀のいま、変化す
るのか」、その原因を日本の社会構造の変化に起因するものとして考察を行った。日本社会は、
過去において均質性の高い共同体的組織から多様化・高齢化が進み敬語使用の判断となる相対
的身分関係の判断がつきにくい社会となってきている。本研究では、その社会構造の変化と敬語
使用の意識の変化との関係を分析することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
成人向け話題敬語と対者敬語の共存実態調査として、2017 年から 2018 年には、次の二件の
アンケート調査を行った。 
 
（１）母親対象の敬語使用調査 
埼玉学習塾・大阪出身（東京在住）・その他のそれぞれの母親を対象に、子供と先生のことを
話題にするとき、どんな言葉を「使う」か尋ねた。また、自分は使わなくても、他人が使ってい
るのを聞いて「自然と思う」か、「不自然と思う」か、6 種の変異形（「行くの」「行かれるの」
「いらっしゃるの」「おいでになるの」「お越しになるの」「お見えになるの」）について答えても
らった。インタビュー方法としては、「記憶時間の調査法」という手法で、いつどんな躾を敬語
使用において受けたか「敬語の自分史」を尋ねる方法で、敬語の簡素化の実態を把握した。 
 
（２）雇用形態別敬語変異形使用実態調査 
学生と先生の会話に、さまざまな立場の人物を登場させ、敬語を誰に対してどのようなレベル
の敬語を使用するか、雇用形態別（正規雇用、非正規雇用、アルバイト）にアンケートをして、
敬語使用の意識の比較をした。また、本研究では、質的研究も行い、できるだけ量的研究と質的
研究を統合した「混合研究法」を採用するようにした。この方針により、非正規雇用の人に、職
場での敬語使用の判断に迷う場合などについてインタビューも行った。また、文京区のシルバー
人材センターに登録している人にもインタビューし、派遣先で自分より年下の人々の自分へ対
しての言葉遣い、また、自分自身の言葉遣いで迷うところなどの資料を集めた。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）母親対象の敬語使用調査結果 
質問 
学校の先生について自分の子供と話すとき、次の会話の（ ）の中には、どんな言葉を使
いますか。 
会話 
母親：「来週の遠足、橋本先生、いっしょに（        ）。」 
子供：「うん、行くと思うよ。」 
 
結果 
埼玉の学習塾の母親は、圧倒的に「行くの」と普通体を選び、次は「行かれるの」「いら



っしゃるの」の順番であった。大阪出身の母親は、方言形を除けば、「行かれるの」が「い
らっしゃるの」を大きく上回った。その他の出身の母親は、「行かれるの」が「いらっしゃ
るの」を若干上回った。敬語の特殊形の排除と規則形の拡張傾向が認められた。 

 
（２）雇用形態別敬語変異形使用実態調査結果 
本調査は、546 人の社会人（被雇用者）を対象に、聞き手や話題の人の地位や親疎で、どのよ
うに「いく」の敬語形の使い分けをしているのか調査をした。この調査では、「いく」の敬語体
の変位形の使い分けが雇用形態別に異なることを証明するためにカテゴリカル主成分分析とい
う統計手法を用いて分析した。 
 
質問 
田中先生が明日バレーボールの大会に行くか、8つのカテゴリーの人にそれぞれ尋ねてく
ださい。その際、「いく」に関してどのような言葉を使いますか。下の 6つの中から選んで
ください。 

 
 8 種のカテゴリー：尋ねる人 
１． 校長先生         ５．クラスメート 
２． 田中先生の同僚の先生   ６．親しい友人 
３． 清掃員の人        ７．後輩 
４． 先輩           ８．兄弟・姉妹 
 
 6 種の「いく」の変異形 
1. いらっしゃいますか   4. いらっしゃる 
2. いかれますか      5. いかれる 
3. いきますか       6. いく 
 
結果 
男性正規雇用者は、尋ねる相手が校長先生でも田中先生の同僚の先生でも「いかれますか」 
を選び、女性は、雇用形態に関係なく「いらっしゃいますか」を選ぶ傾向があることが明ら 
かになった。雇用形態と性別が、変異形の選択に関わっているということである。尋ねる相 
手が清掃員や先輩になるとこの傾向は統計的数値には、現れにくくなる。 
 
（３）まとめ 
敬語使用について、話題敬語と対者敬語の違いを明確にして、二元的に日本の敬語が使い分け
られている構造と、現代日本の社会的変化との相関を統計的な手法で考察した。そして、さらに、
社会言語学に計量国語学的アプローチを組み合わせたと同時に、質的研究も加え、研究方法の多
元化を実践した。研究方法の多元化により、様々な方向から現在の敬語の使用状況を確認するこ
とができた。今後の研究も、この研究法により有意義な結果を得ることが期待できよう。 
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